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心を耕す教師に～昭植えのしつけ～
しんとみやす

人間開発学部長 新富康
ひさ

央

今年は例年よりも早く、入梅。「しつけ時だな」そんな声も

聞こえてきそうです。ここで「しつけ」とは、田植えのことで

す。早苗を本田に移すことを、年配の農家の方は、今でも「し

つける」と言います。しつけられた早苗は、土地の栄養分を根

から吸収し、太陽の光をあび､水を吸って、すくすくと成長し、

｢一株立ち」をしていきます。

一株立ちというのは、自立のことです。

子育てのあり様を見事に言い当てています。稲作文化の日本

では、子どものしつけを田植えにたとえたのです。ここでの子

育てのポイントは、３つです。

第一に、土壌に含まれている栄養分､即ち「心の栄養(規範)」

を吸収させることが、大切であるということ。第二に、伸びる

のは稲自身、つまり伸びるのは他の誰でもない、子ども自身で

あるということ。第三に、目標は「一株立ち」であるというこ

と。つまり、子どもの自立が大切であるということ。

しつけは、欧米ではディシプリン(discipline)と言います。

アンテ#ルセン童話を読んで…

日本語に訳せば、「訓練」です。しつけは確かに、訓練かもし

れませんが、日本ではもっと意味深いのです。

例えば、「整理整頓」や「物を大切にする｣。そのしつけの心

は､「相手のことを思いやる」ということ｡相手の立場に立って、

その痛みをくみとれる相互理解を教えてこそ､田植えのしつけ。

｢挨拶をする｣。そのしつけの心は、「心を開いて、相手を受け

入れてあげよう」という感謝の心を教えてこそ、田植えのしつ

け。「私語をしない｣。そのしつけの心は、「相手のどんなつま

らない意見や考えも、大切に聞いてあげよう」という人権意識

を教えてこそ、田植えのしつけ。
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初等教育学科 教授矢吹省司

先頃アンデルセン童話をめぐる座談の会への参加を依頼され

た｡私が担当するテーマはその童話に読む｢近代と自我｣であっ

た。

取り上げられる４つの童話(いずれも人気が高いことで選ば

れた)を改めて読んでハツと気づいたのは、どの童話も「足の

痛み」に触れていることである。「マッチ売りの少女」は雪道

を裸足で歩く。「赤い靴」のカレンは赤い靴を履いたまま足を

切り取られる。「みにくいアヒルの子」の足は池の氷に凍りつ

いてしまう。「人魚姫」は２本の脚で歩くとき鋭いナイフの上

を歩くような痛みを感じる。

こうしたことと「近代の自我」がどう関係するのか？あれ

これ思い巡らすうちに、私は精神分析学の基礎固めに患者とし

て最も重要な貢献をしたエリザベート・フォン。Ｒ嬢を思い出

した。彼女は２年以上もの間、心因性の脚の嬉揃を煩い、歩行

困難を訴えていた。

フロイトによると、Ｒ嬢の症状は「頼れる人がいない｣｢独り

で立っているしかない」苦しみを身体症状として象徴的に表現

したものである。そしてその深層の原因は、Ｒ嬢が道ならぬ愛

の感情を抱きながら、それを自覚しなかったことにある。そん

なＲ嬢に、フロイトはこう説得した。「たとえ不倫の愛の感情

でも、感情というものに対して人は責任を負うことができない

し、負う必要もない｡」

後日ある舞踏会で、自分の前を軽快なテンポでさっと踊り

去っていくＲ嬢の姿を、フロイトは日蝶している。Ｒ嬢は外国

人との自由な恋愛から結婚生活に入ったという。

では上記の童話の３人の女性たちはどうなったか。いずれも

高みへ昇っていった。内２人は神様のみもとに落ち着き、あと

の１人は以後300年にわたり空気の糖として善行を積むことに

なった。

我々は近代の自我として、こうした決着の付け方には馴染み

がたい。それでもアンデルセン童話の人気はまだまだ落ちてい

ない。不思議だ。人の心はこんな不思議で一杯なのだ。
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|教育実習の経験鶏…至副管
４週間という実習期間は長いようで、あっという間だっ

た。

実習中はとにかく時間の流れが早かった。朝起きて、登

校して、気づいたら夜で帰宅、早く眠りたいが課題が山積

みで結局深夜まで眠れず…。そんな数十分すら貴重に感

じる毎日で、時間の有難みというものを感じた。

最初はそんな毎日が苦痛で、実習を投げ出して大学生活

に戻りたくて仕方無かった。授業は失敗ばかりするし、担

当の先生には叱られ、苦しくて辛い思いをたくさんした。

でも実習に来た以上、逃げられるわけでもないし、何より

悔しいままに終わるのは石川イズムではない。だからどん

な状況でも楽しむように気持ちを切り替えた。教師が一番

に楽しんでいなければ、子どもはついてこないと思ったか

らだ。

授業は下手で何も教えることはできなかったが、その分

子どもと汗を流して遊びたくさん時間を共有した。もちろ

ん授業は上手いに越したことはないが教師になってからい

くらでも時間をかければいい。今の自分にできることは、

子どもたちと同じ時間を過ごしていくことであり、その中

にこそ大切なことはあるのだと思った。

ただ毎日をがむしゃらに過ごし､辛い経験を乗り越えて、

初めて見えてくるものもあるのだと知った。指導してくだ

さった先生の本気と子どもたちと汗を流しながら過ごした

時間から､人としても少しくらいは大きくなれた気がする。

今までの自分にはこんな熱い文は書けないだろう。

教育実習という経験が出来てよかったと思う。教育実習

の経験から、教師になろうという気持ちが少しずつ膨らん
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５月初旬から、初等教育学科３年生の教育実習
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が始まりました。５月から７月にかけて、３９名
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Ｉ》鼠 教育実践総合センター事業の主な取り組み；ｆ
本センターは、「教育｣｢研究｣｢社会貢献」の三分野における実践研究指導センターとして、教育イｉｉＥ

ﾝﾀー ﾝｼｯプや教育実習等の支援を主に行う｢学生支援領域｣と､地域の教育関係諸機関や現職教メ
員との連携の支援を主に行う「地域教育支援領域」について行っています。今年度から始まった教育ボ

実習の様子についても紹介します。
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埼玉県４名 ｜千葉県２名
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栃木県１名 ｜静岡県１名

教育蕊雷 学校現場での実習から多くのことを学びました

躍〆草

岡山県１名東京(私立）２名

|教育実習鍾終羅忌……高橋優÷
教育実習を通して、私は教師になりたいという意思が強

くなった。なぜなら、教育実習の一F'一日にやりがいを感

じることが出来たからだ。私は教育実習以前、教師になり

たいという気持ちの反面、果たして教師という職業は自分

に向いているのか、疑問を抱いていた。しかし、「教師と

いう立場で子どもたちと向き合うこと」に自分自身やりが

いを感じることができ、また小学校の先生方に認めていた

だくことが出来たため、教師を目指そうと改めて感じさせ

られた。教育実習での時間は、私にとって人生の転機にな

る大変濃い１ヶ月であった。

私たち教育実習生は、指導者として未熟なため、多くの

壁にぶち当たり失敗することもある。特に実習中の授業で

は、失敗ばかりで落ち込んだ。子どもたちの理解に沿って

授業展開できなかったことを反省し、それをもとに最後の

全日経営のときに子どもたちの目線に立っていこうと考え

た。終わった時には、「もっと授業をしたい」と思うこと

ができた。

失敗してこそ成長できると思うので、失敗することを恐

れず挑戦することが大切だ｡多くの課題を見つけることで、

よい教師をめざしたいと思う。

これからも学び続ける精神を忘れることなく、大学での

授業やアシスタントテイーチャーや部活動などに精進して

いきたい。

長野県１名 ｜新潟県１名

の学生がさまざまな地域の小学校で活動しました。

東京都１４名｜神奈川県１２名(横浜６名）

できた。
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どこ収からの教育実習の予定

実習を終えた人は、記録と振り返りをまとめている

ところです。後期の教育実習については、８月末から

始まります。
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零灘今年度の教育ｲﾝﾀーﾝｼﾂプが始まり議した
平成23年度インターンシップにかかわる学生の状況

人間開発学部初等教育学科 ６６名

人間開発学部健康体育学科 １４名

計80名

このほか、横浜市内では、教育インターンシッ

プの授業は取っていないが、センターを通して学

校で教育ボランテイアを行っている学生が１０名、

昨年からの継続の学生が１２名います。

蕊活動記録から…こんな活動が始譲っています
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2年山川朋子さんは、国語の学習７．、

気づいたことを書きました。

運動会」

２年森ゆりかさんは、

運動会の様子を書きました。
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６月１６日(木)、第１回教育インターンシップ連絡協議会を開催

しました。

横浜市内、川崎市内の先生方に参加していただき、教育インター

ンシップに関わる手続きと２３年度の実施状況報告、各学校の実施

状況報告、意見交換等が行われました。

今年度の教育インターンシップ開始からまだ１ヶ月ほど

ですが､実習校の先生方から温かい言葉を頂きました。「一

人の子どもの支援をお願いしているのですが、クラス全体

の子どものこともよく見ていてくれます｡｣｢子どもの様子

によく気づいて自分から動いてくれるので、子どもたちと

ともに○○先生が来る日を待っています｡」等。

第２回教育インターンシップ連絡協議会は、学生の報告

会も兼ねる形で、１２月中旬開催を予定しています。

● 【］
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2010年１０月、私はボランティアに参加した。

内容は、小学校で行われる運動会の練習の手伝

いで､具体的には一人の男子のサポートだった。

彼は、一人で立ち上がることや、階段の上り下

りが困難だった。私は彼に付き添い、主に運動

会の全体練習のときにいくつかのサポートをし

た。

初めて彼に会ったのは、体育館での全体練習

のときで、彼は初めこそ恥ずかしそうにしてい

たが、時々雑談を交わしながら触れ合ううちに

笑顔を見せてくれるようになった。初日の帰る

頃には、私自身も彼についてもっと知りたいと

感じていた。彼は、自分一人で行うのが難しい

こともなかなか手伝ってほしいとは言ってこな

かった。反対に、担任の先生がそうしてもらう

ようにすすめたことに対しては、素直に手伝っ

てもらっていた。そこで、私は「やってあげて

しまうのは彼のためにならないこともある」と

思うようになった｡一番彼のためになることは、

自分ひとりでできることは自分でやるというこ

とであり、担任の先生はそういうことを実践し

ていらっしゃったのだと思う。だからこそ、彼

は自分でやれることは人に頼まず、自分一人で

は難しいことは素面に助けを求めることができ

るようになったのだ。たった３日というボラン

ティアだったが、大切なことを学ぶことができ

たと思う。
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昨年度のボランティア活動、地域連携の活動です。・昨年…ﾗﾝﾃｲｱ濡動地域連騰の活動です｡ブ

|噸山内小学校個別烹載芦鷺…
音楽会の最後の曲である「カントリーロード」を会場にいる全員で

演奏し終えた時、そこに集う全ての人々の笑顔の間から、ひとりの６

年生の泣きじゃくる声が響きました。１ヶ月後には卒業、進学、進級

と、新たな一歩を踏み出す子どもたちへの応援メッセージとして選ん

だ曲が、子どもの心を揺さぶった瞬間でした。

「子どもたちのために音楽会をしていただけませんか？」音楽の力

を信じ、それを感じ取ることができる子どもたちのために、と願う個

別支援学級担任Ｆ先生の声を受け、音楽会プロジェクトは動き出しま

した。演奏する対象、目的、時期、場所が明確になると、いよいよプ

ログラミングに入ります。どんな曲を選びましよう？「この子たちが

聴き手として主役になれる音楽会であって

欲しいのです｡」方向性は定まりました。

そこから､様々な試行錯誤と準備を経て、

平成23年２月２４Ｈ，３．４校時を使って

の個別支援学級音楽会『ふゆをたのしく』

は実現しました。

音楽による様々なつながりを経験してい

く中で、音楽を共有できる場を作る楽しさ

を改めて感じる今Ｈこの頃です。
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８月６日(土)、特別活動教育実践フォーラムを開催します,鶴教議践総蝕排識塵|‘周6日(土)備刷濡鏑青雲麓ﾌｵーﾗﾑ調催し識
院一

畿購鐙畿患磯鐙畿畿懲磯畿懲蔚患 鱗鱗患《溌患禽患愈畿磯患畿患 新富康央学部長の講話、

コーディネーター宮川八岐

教授のもとに鼎談、分科会

(学級会、児童会・クラブ

活動､学級活動､学校行事、

中学校活動全の案等)を

予定しています。

【】

国事院大豊横浜たまプラーザ‘キャンパス

１号館講堂
霧平成23年８月6日(土）霧齢園肇
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｢国事院大事特別活動実践フォーラム」

～今、求められる確かな集団活動指導力とは何か？
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新しい年間指導計画､指導案ﾓデﾙや指導法､学校.学級経営を追究する研修講座～|#
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国単院大里人間開発学部教育実践総合センター
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